


１節　暗闇・・・

ねえ、お兄ちゃん達、ここ狭いし臭いニャ〜（チビ）

チビ、僕たち捨てられたんだ〜（長男）

え？、ママはどこ行ったの？（チビ）

ママの飼い主が僕たちをこの狭い箱にいれたとき、ママ泣いてたんだ。きっと、ママが迎えに来

てくれるよ。（次男）

ううん〜ママは来ないと思う。僕はわかるよ。

これからは、３匹で生きて行くんだ〜（長男）

ニャ〜ニャ〜ママ〜〜（チビ）

チビ、もっと泣くんだ。とにかくここから出なきゃ。。（長男）

ここ何処なんだろう。ニャ〜〜（次男）

うん、きっとゴミ箱、臭いからニャ。ニャ〜〜（長男）

３匹は、必死で泣きました。

なんか嵐の匂いがする夜でした。

ニャ〜〜ニャ〜〜

ニャ〜



２節　コンビニのお兄ちゃん

誰か来るよ・・・（次男）

ママの飼い主さん？（チビ）

違うよ。若いお兄ちゃんだよ・・・

ここはコンビニのゴミ箱ニャンだ〜

僕は、ママについてきたことあるよ。（長男）

あ〜〜〜どこに連れていくの〜〜

コンビニのお兄ちゃん

どっかに電話してるよ。。

「３匹の子猫捨てられてるから

連れて帰っていい？」

・・・・・・どうなるんだろう。

臭くなくなったね、お兄ちゃん。（チビ）



３節　大きな箱

コンビニのお兄ちゃんの家に連れていかれた３匹。

小さな箱から出してもらって・・・

あれあれ今度は大きな箱に入れられました。

小さな３匹は、箱から出ることができません。

のぞかれてるね。お兄ちゃん。（チビ）

ここは、安全かニャ？（次男）

ううん〜〜なんか匂うんだにゃ〜

ママじゃない猫の匂いがするよ。（長男）

子猫たちをのぞきこんでいた女の人が言いました。。

「ムーちゃんがびっくりするからフタしとかなきゃ・・・

台風が過ぎたら、外に簡単なおうち作って、里親見つけなきゃ。。」

外は強い雨が、降っていました。

３匹はひっついて寝ました。

真っ暗な大きな箱の中で・・・・



４節　ムーちゃん

夜が明けて・・・

今日はいい天気みたい。

もう雨の音はしません。

この家には、ムーちゃんという白黒猫がいたんです。

箱のそばでシャーってふいて・・・

「怖いニャ！」とチビは思いました。

「どっかで逢った気がするんだけどな〜〜」（長男）

とりあえず、ここのママさんが見張ってて、３匹にスポイドでミルクもくれるし・・・危険はな

いみたい。

３匹は、獣医さんで健康チェックも受けて

庭に簡単なおうちを作ってもらって暮らすことになりました。。

ただ、時々家の窓から、あのムーちゃんという猫が睨んでいます。

シャーって怒りながら・・・・



５節　写真

ここのママさんは・・・

ミルク飲ませてくれたり、遊んでくれたり〜ほんとに猫好きさんみたいで

３匹は、できればこのままここに居たいと思っていました。

でも、ムーちゃんのせいでおうちには入れてもらえません。

パチパチお写真撮られます。

ミルクちょうだい〜って必死な顔を撮られます。

どんな猫ちゃん？って見に来る人もいます。

３匹は、お写真撮られるたびに・・・

きっと、いつかバラバラになるんだと感じていました。



１節　黒い影

その日、ママさんがおでかけして・・・

家の窓からは、やっぱりムーちゃんが睨んでいて

それでも、３匹は、

「ムーちゃんはお外には来ないから〜」とか「ムーちゃんのおでこの模様が面白い」とか言いあ

ってじゃれていました。

その時、ムーちゃんがいつになく大きな声でギャーギャー鳴いて・・・

３匹のおうちに、大きな黒い影が入ってきたのです。

その影は、チビと長男の前から

次男猫をくわえて去っていきました。

あまりにも突然の出来事に・・・

チビと長男猫は、鳴くこともできず

ただ震えていました。



２節　悲しい別れ

帰ってきたママさんが・・・

ムーちゃんの鳴き声で、異変を感じて

チビ達のところへ

１匹いないって大騒ぎ。

あちこち探して・・・

隣の家の庭で見つかった次男猫は、首をかまれて亡くなっていました。

ママさんの顔を見て・・・

チビ達はもう次男猫に会えないんだとわかりました。



３節　もう一つの別れ

次男猫の死で大騒ぎしてるとき・・・

ママさんのお友達が

「雄猫ちゃんもらうことにする。大きい子か、鼻黒ちゃんかどっちにしよう〜」と言ってやって

きました。

「鼻黒ちゃんは、亡くなったのよ。」とママさん。。

鼻黒ちゃんって、次男猫のことでした。

そのお友達は、大きい子と言ってた長男猫を連れて帰ることになりました。

長男猫は、別れ際、チビに言いました。

「さっき、ムーちゃんって猫が鳴いたとき思い出したよ。。きっと・・・

あのムーちゃんって、僕たちのお姉ちゃんだ。。

チビも、覚えてるだろ・・・月の猫村のこと・・・お父様のこと。。」と。



１節　よみがえる記憶

あまりにも、悲しい別れが一気に押し寄せてきて、チビは混乱していました。。

ただ、長男猫の言ったことが・・・

お姉ちゃん？月の猫村？お父様？・・と

ぐるぐる頭の中をめぐっていました。

一匹になってしまったチビがかわいそうだと、ママさんはおうちに入れてくれました。

大きなゲージをチビのためにもらってきてくれて・・・

チビは、泣き疲れてうつらうつらしていました。

そこへやってきたのがムーちゃん。。

いつものように、シャーとふいています。

その時、チビは月の猫村のことを思い出しました。





２節　月の猫村

チビ達が生まれたとき・・・

そうだ〜

お父様は、チビのことをすごくかわいがってくれた。

その時聞いた声・・・

ムム姉ちゃまの声・・・

そうだ〜あの時もシャーってふいてた。

お父様がチビをかわいがるのを嫌がっていつも怒ってたムム姉ちゃま。。

お父様は、月の猫村の王様。

ムム姉ちゃまは、みんながうらやむきれいなお姫様だったニャ。

チビは、そんなムム姉ちゃまが大好きで、叱られても、ふかれても、いつもついて歩いてた。



３節　お父様の怒り

いつまでも妹に焼きもちをやくムム姫をみて、ある日お父様は、ムム姫を遠い人間界に修行に出

すと言い出しました。

チビやおつきの猫たちがどんなにおとめしても、お父様の怒りはおさまりませんでした。

ムム姫は、

「チビのいないところに行けてうれしいわ〜」と強がっていましたが・・・

きっと、不安でいっぱいだったと思います。

人間界は、月の猫村を流れる一番大きな川を、ずっとずっと下ったところにあります。



４節　言葉・・・

人間界に降りたムム姉ちゃまは、すごく小さい赤ちゃん猫になって・・・

公園のようなところの木の下で一人きりです。

ムム姉ちゃまは、急にさみしくなって・・・「家に帰りたい。猫村に戻りたい。」と叫びました

。

でも、「ニャ〜ニャ〜」としか鳴けなくなっていました。



５節　お父様の鏡

ムム姉ちゃまの様子は、お父様の部屋にある大きな鏡で、お父様だけみることができます。

チビは、毎日お父様にお願いしました。

「ムム姉ちゃまに逢いたい。お父様の鏡みせて〜」と・・・

そっとお父様の部屋に忍び込んで鏡をのぞいたとこもありました。

でも、大好きなムム姉ちゃまを見ることはできませんでした。



6節　チビの計画

どうしてもムム姉ちゃまに会いたいチビは、川を下って、人間界へ行こうと計画を立て始めま

した。

チビは、水は平気でしたが、泳ぐことはできません。

どうしたら、川を下っていけるのだろう？

チビは一生懸命考えました。

そうだ〜ボス猫さんに相談しよう！

いつも、川で釣りをしてるボス猫さんなら

きっと知ってるはず・・・



7節　仲間作り・・・

ボス猫さんのアドバイスは・・・

「川を下る大きな箱は用意してあげるよ。だけど、一人じゃ、人間界にいけないよ。

仲間が必要じゃ〜

チビちゃん、お兄ちゃん達に相談しなさい！」でした。。

そうなんだ〜

ムム姉ちゃんは、一匹で行ったのにニャ？

チビはとにかくお兄ちゃま達に、相談して仲間になってもらうことにしました。

大きい兄ちゃまは、すぐにチビと人間界に行くことに賛成してくれました。

ムム姉ちゃまのことも気になっているようでした。。

でも、鼻黒のお兄ちゃまは、「ぼくはいや〜だね。」と言ってなかなか仲間になってくれません

。

ボス猫さんは、最低でも、3匹って言ってたし〜〜チビは、必死で鼻黒兄ちゃまにお願いしました
。

そんな様子を、ずっと見ていたお父様である王様は・・・

そっと、鼻黒王子を呼んで

「すぐに、月の猫村に戻してあげるから、

チビについて行ってあげなさい〜」と話したのでした。

本当は、王様の許可がなければ、人間界に行くことはできなかったのです。

そんなことは、全くわかってないチビでした。

急に、鼻黒兄ちゃまが、仲間入りしてくれて・・・ボス猫さんに大きな箱を借りて・・・お兄ち

ゃま達とチビは、川を下り始めました。



1節　川から見た月の猫村

ボス猫さんは、

「どんなことがあっても、足を踏ん張って箱にしがみついていなさい。

ほかの箱とぶつかっても、ほかの猫とは絶対しゃべってはだめじゃよ！」と言って見送ってくれ

ました。

だんだんと遠ざかる月の猫村は・・・

とってもきれいで、お花がいっぱいで・・・チビは、急に悲しくなりました。

でも、お兄ちゃま達がついていてくれます。チビは鳴きませんでした。

よく見ると、たくさんの箱がゆっくりと川を下っていました。

そこには、そう3匹以上の猫が乗っているようでした。

みんな人間界に行くんだ・・・

みんな目を閉じて、じっとふんばってるようすです。

チビは気になったけど、ボス猫さんの言葉を思い出して、話しかけるのは我慢しました。

暗闇から見る月の猫村は、とっても優しい明りに見えて、だんだん小さくなっていきました。



2節　川を上る箱

しばらくすると、チビは

すごいスピードで川を上る箱があるのに気づきました。

その中の猫たちは、どの猫も楽しそうで幸せそうでした。

きっと、月の猫村に行くんだな〜とチビは思いました。



3節　暗闇を抜けて・・・

川の流れが、急に止まり、あたりが真っ暗になって・・・チビとお兄ちゃん達は大きな白い猫に

一匹ずつ箱から連れ出されます。

人間界に着いたんだ。。

チビは、「お兄ちゃん！着いたよ〜」って叫びましたが・・・ただ、「にゃあ、にゃあ」という

鳴き声になっていました。

お兄ちゃん達も、同じ鳴き声です。

チビは、鳴いているうちに・・・

いろんな記憶も、ぼんやりとして、しだいに深い眠りについたのでした。



４節　人間界の猫として生きる

言葉を失ったチビ達は、あのしろねこの子供になったのです。

しばらくすると、不思議なことに、ニャーニャーでおしゃべりできるようになっていました。

その代わり、月の猫村の記憶はどんどん薄れていったのでした。

そうそう、捨てられて、拾われて・・・

ムー姉ちゃんに出会うまでは。。

今のチビは人間界の猫ミルとして生きてます。

ムー姉ちゃんが、月の猫村を覚えてるかどうかはわかりません。

いつか、お父様や鼻黒兄ちゃんの待つ月の猫村にムー姉ちゃんと戻ることを夢見て・・・・　　

　　

　　　

　　　　

　　　　　　完


